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本
年
度
の
筑
紫
海
会
の
役
員

さ
ん
19
名
中
、
先
の
大
戦
を
経

験
し
、
多
少
な
り
と
も
そ
の
悲

し
み
を
実
感
し
て
い
る
も
の
は

私
一
人
と
な
り
ま
し
た
。
世
の

中
も
同
じ
人
口
構
成
で
あ
る
は

ず
で
す
の
に
、
私
に
と
り
ま
し

て
は
、
そ
れ
は
衝
撃
で
し
た
。

　

60
年
，
70
年
と
時
が
経
ち
ま

す
と
、
再
び
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
と
切
に
願
い
つ
つ
き
た
に

も
拘
わ
ら
ず
、
同
じ
過
ち
が
繰

り
返
さ
れ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

今
ま
た
歴
史
の
大
き
な
曲
が
り

角
に
私
た
ち
は
立
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

学
ぶ
こ
と
を
通
し
事
実
を
厳

粛
に
把
握
し
、
真
実
を
追
い
求

め
る
べ
く
教
育
さ
れ
た
私
共
は

ま
ず
は
賢
明
な
伝
承
者
で
あ
る

べ
き
と
改
め
て
思
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
学
で
は
百
周
年
に
向
け
て

の
本
格
的
な
取
り
組
み
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
か
ら
も

係
を
出
し
協
力
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
筑

紫
海
会
は
本
年
度
設
立
90
年
を

迎
え
ま
す
。

　

５
月
22
日
（
日
）
の
総
会
後

記
念
祝
賀
会
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

　

先
達
の
叡
智
と
愛
情
と
に
よ

り
守
り
抜
か
れ
、
常
に
進
歩
の

歴
史
を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た

大
学
と
同
窓
会
。
伝
統
を
受
け

継
ぐ
場
に
な
れ
ば
と
内
容
を
考

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
多
く
の

方
の
総
会
・
祝
賀
会
へ
の
御
参

加
を
願
う
し
だ
い
で
す
。

　

守
り
ぬ
か
れ
た
こ
と
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
、
５
月
25
日
の

「
薪
能
」
を
大
学
と
の
共
催
と

い
う
形
で
表
し
、
捧
げ
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
特
に
地
域
社
会

の
皆
さ
ま
と
の
交
流
の
一
夜
と

な
れ
ば
幸
い
な
こ
と
で
す
。

　

香
住
ケ
丘
に
建
つ
新
し
い
福

岡
女
子
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が

地
域
の
文
化
の
中
心
に
な
る
こ

と
を
想
像
し
期
待
し
て
い
ま

す
。

平成28年度
筑紫海会総会＆創立90年記念祝賀会ご案内

　今年度は同窓会設立90年を迎え、総会終了後に祝賀会を行います。記念すべ
き年をお祝いし、次の100年に向かって新たな一歩を踏み出していきたいと存じ
ます。多くの皆様のご出席をお待ち申し上げます。

　　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　
　日　時　　平成28年５月22日（日）　　受付開始　９：30
　　　　　　　　　総会 10：30 ～ 11：30、祝賀会 11：45 ～ 15：00
　会　場　　西鉄グランドホテル　２階プレジール
　　　　　　　　　福岡市中央区大名 2-6-60　TEL（092）771 － 7171
　会　費　　7,000 円（当日受付にて）平成 27・28 年卒業生は 3,500 円
　　　　　　　　　※なお、年次会費（3,000 円）も受け付けます。

　　　総　会 10：30 ～ 11：30
　　　　　議題　（１）平成27年度事業及び決算報告
　　　　　　　　（２）平成28年度事業計画及び予算案審議
　　　　　　　　（３）その他
　　　祝賀会 11：45 ～ 15：00
　　　　　祝吟・ピアノ演奏、女専の方々の貴重なお話を伺います。

【申込方法】ご出席の方はハガキ・FAX・メールでお知らせください。
　　　　　　会報６面の総会・祝賀会申込用紙をご利用ください。
　　　　　　電話での受付はしておりません。
　　　　　★準備の都合がございますので必ず事前の申し込みをお願いします。
　　　　　　なお、５月18日16時以降のキャンセルは、会費全額いただきます。
【申込締切】５月９日必着でお願いします。
　☆女専の方には４月上旬別途ご招待のご案内を封書にて送信しております。
　　本年度当番学年　大学 29・30・49・50・62 回生
　　来年度当番学年　大学 31・32・51・52・63 回生
　★祝賀会終了後、来年度の簡単な打ち合わせをいたします。

　

福
岡
女
子
大
学
同
窓
会
筑
紫

海
会
が
、
昭
和
２
年
の
発
足
以

来
、
そ
の
長
い
歴
史
を
福
岡
県

女
子
専
門
学
校
、
ま
た
福
岡
女

子
大
学
と
と
も
に
歩
ま
れ
、
こ

の
た
び
、
創
立
90
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
間
、
貴
会

に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
福
岡
女
子
大

学
の
発
展
の
た

め
、
多
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急

速
に
進
む
中
、
こ
れ
か
ら
の
福

岡
県
、
そ
し
て
日
本
の
発
展
の

た
め
に
は
、
国
際
的
な
視
野
を

持
ち
、
地
域
で
活
躍
す
る
「
人

財
」
の
育
成
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
が
活
力

に
あ
ふ
れ
、
持
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
女
性
が
そ

の
感
性
や
発
想
を
生
か
し
て
幅

広
い
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
女
子
大
学
で
は
、
平
成

23
年
４
月
に「
国
際
」と「
教
養
」

を
重
視
し
た
国
際
文
理
学
部
を

開
設
し
、
国
内
外
で
活
躍
で
き

る
次
代
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域

に
根
差
し
た
公
立
大
学
と
し
て

時
代
の
要
請
に
応
じ
た
貢
献
が

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
福
岡

女
子
大
学
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
筑
紫
海
会
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

筑
紫
海
会
及
び
福
岡
女
子
大

学
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

▼
「　
　

過
去
が
咲
い
て
い
る

今
／
未
来
の
蕾
で
い
っ
ぱ
い
の

今　
　

」
陶
芸
家
・
河
井
寛
次

郎
の
こ
と
ば
で
す
。
▼
今
年
の

一
月
、
身
近
な
大
切
な
人
を
亡

く
し
ま
し
た
。
い
つ
も
、
ま
わ

り
の
人
を
気
遣
い
、
だ
れ
に
も

分
け
隔
て
な
く
優
し
く
接
し
、

自
分
の
こ
と
は
後
に
し
て
、
明

る
く
元
気
に
し
か
も
ひ
か
え
め

で
責
任
感
を
も
っ
て
行
動
し
た

人
で
し
た
。
趣
味
の
和
装
教
室

で
知
り
合
い
、
私
よ
り
ひ
と
ま

わ
り
若
い
の
に
、
絵
も
書
も
秀

で
て
、
何
て
素
敵
な
方
と
思
う

う
ち
、
ご
縁
を
頂
き
、
そ
の
人

の
次
女
を
長
男
の
嫁
に
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。
▼

時
の
流
れ
は
哀
し
い
ほ
ど
早

く
、
癌
の
発
症
か
ら
二
年
目
の

今
年
の
冬
、
余
計
な
心
配
を
か

け
な
い
よ
う
に
と
、
ひ
と
こ
と

も
弱
音
を
も
ら
さ
ず
、
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
、
ま
わ
り
に
い
っ
ぱ

い
の
愛
情
を
注
い
で
、
旅
立
た

れ
ま
し
た
。
▼
「
初
日
の
出
名

酒
の
里
は
霧
深
き
／
初
夢
に
逢

ひ
た
き
友
の
多
き
こ
と　
　

千

恵
子　
　

つ
ぶ
や
い
て
み
ま
し

た
。」
と
い
っ
て
わ
た
さ
れ
た

と
き
が
最
期
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
あ
な
た
の
育
て
た
娘
や
孫

た
ち
、
そ
し
て
ま
わ
り
の
人
た

ち
は
み
ん
な
そ
の
あ
た
た
か
な

愛
情
に
満
た
さ
れ
て
、
生
き
て

ゆ
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
の
よ
う
に
生
き
て
ゆ
く
こ
と

を
願
い
な
が
ら
。

 

森　

明
子
（
大
９
国
）

 

大
分
支
部

旧Ｂ棟改築後の新講義棟

福岡女子大学
同  窓  会

第90号
事務局　福岡女子大学内  TEL・FAX（092）692-3194
HP － http/www.fwu.ac.jp/tukusimikai/ または「筑紫海会」で検索

波

紋

福
岡
女
子
大
学
同
窓
会

筑
紫
海
会
創
立
90
年
を
祝
し
て

伝
え
る
も
の

福
岡
県
知
事
　
小  

川
　
　
洋

筑
紫
海
会
会
長
　
矢
　
野
　
芙
美
子
（
大
10
国
）

5 25月 17：45～20：00
（17：15会場・17：45開会）

福岡女子大学  学生会館

先着順日㈬

演
目

【申込方法】

狂
言　「二

人
袴
」
　山
本
東
次
郎（
人
間
国
宝
）

舞
囃
子

　「高
砂
」
　多
久
島
法
子

半
能　「石

橋
」
　観
世
喜
正

　鷹
尾
維
教

※参加ご希望の方は、氏名（卒業学科・年次）・住所・電話
　番号を記入しFAXか郵送でお申し込みください。
※先着順に受け付けます。

TEL・FAX 092-692-3194
〒813-0003  福岡市東区香住ヶ丘1-1-1 福岡女子大学  筑紫海会事務局

【お申込み・お問い合わせ先】

入場
無料

ふ
た
り
ば
か
ま

た
か
さ
ご

し
ゃっ
き
ょ
う
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26
年
度
よ
り
、
同
窓
会
を
身

近
に
感
じ
て
関
心
を
も
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
在
学
生

と
の
交
流
会
を
、
ブ
ッ
フ
ェ
ス

タ
イ
ル
の
「
お
茶
の
会
」
と
い

う
形
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
卒
業
写
真
を
撮
る

日
が
四
年
生
の
参
加
を
多
数
見

込
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
11
月

12
日
（
12
時
〜
14
時
）
に
研
究

棟
１
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

総
会
当
番
学
年
の
方
の
協
力

も
得
て
同
窓
生
23
名
、
在
学
生

は
昨
年
を
上
回
る
70
余
名
、
大

学
職
員
も
多
数
参
加
さ
れ
、
賑

や
か
な
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
年
生
の
中
村
美
春
さ
ん
、

横
田
友
里
子
さ
ん
の
両
名
に
よ

る
ホ
ル
ン
の
二
重
奏
が
あ
り
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
、
各
テ
ー
ブ
ル
の
会
話
が
弾

み
ま
し
た
。

　

在
学
生
は
、
同
窓
生
の
話
に

耳
を
傾
け
、
同
窓
生
は
若
い

方
々
か
ら
力
を
与
え
ら
れ
、
有

意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
し

た
。

　

秋
の
会
報
に
次
回
日
程
を
載

せ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
ま
す
。

 

27
年
度
の
か
す
み
祭
は
、
10

月
31
日
、
11
月
１
日
の
両
日
と

も
参
加
し
、
留
学
生
の
着
付
け

体
験
と
、
三
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

留
学
生
の
着
付
け
体
験
は
、

今
年
も
盛
況
で
15
名
の
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。
美
し
い
振

袖
を
纏
い
、
髪
飾
り
を
つ
け
た

留
学
生
た
ち

は
、
自
身
の

着
物
姿
に
満

足
し
、
記
念

写
真
を
と
り

あ
っ
て
、
着

物
姿
で
の
学

内
散
歩
を
し

ば
し
楽
し
み

ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
卒
業

生
を
講
師
に
迎
え
て
、
三
つ
実

施
し
ま
し
た
。

・
が
ま
口
小
物
入
れ
作
り

　
　

講
師　

藤
田
美
奈
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
26
被
）

・
振
袖
着
付
け

　
　

森
内　

道
子
さ
ん（
大
20
英
）

　
　

渕
上　

和
子
さ
ん（
大
25
食
）

・
折
り
紙

　
　

講
師　

木
村　

徳
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
26
被
）

・
俳
句
会
―
当
季
雑
詠

　
　

講
師　

森　

明
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
９
国
）

い
ず
れ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
年
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
希
望

者
は
４
名
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
と
国
も
習
慣
も
多
岐
に

渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

西
原
そ
め
子
さ
ん
（
大
６

食
）、渕
上
和
子
さ
ん（
大
25
食
）

の
お
二
方
が
２
名
ず
つ
引
き
受

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
お
二
方

の
う
ち
、
初
め
て
引
き
受
け
て

下
さ
っ
た
渕
上
さ
ん
に
、
様
子

を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

大
晦
日
と
元
日
の
２
泊
で
、

２
名
の
留
学
生
（
タ
イ
と
ベ
ト

ナ
ム
）
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
引

き
受
け
ま
し
た
。
一
番
日
本
ら

し
い
伝
統
行
事
の
期
間
で
あ
る

こ
と
と
自
宅
が
太
宰
府
と
い

う
、地
の
利
を
生
か
し
て
、様
々

な
こ
と
を
、
娘
も
含
め
、
４
人

で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

事
前
に
、
世
界
地
図
や
、
二

ヵ
国
の
旅
行
本
を
買
っ
て
、
多

少
の
知
識
を
仕
入
れ
ま
し
た

が
、
最
初
に
炬
燵
で
地
図
や
旅

行
本
を
囲
ん
だ
事
は
、
想
像
以

上
に
初
対
面
の
私
た
ち
の
距
離

を
縮
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

体
験
は
、

・
生
け
花
（
正
月
用
）

・
書
道
（
年
賀
状
書
き
）

・
年
越
し
そ
ば

・
除
夜
の
鐘
つ
き

・
お
せ
ち
料
理

・
着
物
の
着
付
け

・
初
詣
（
太
宰
府
天
満
宮
）

・
茶
道
（
着
物
を
着
て
）

・
昼
食
（
買
い
物
も
一
緒
に
）

等
で
し
た
が
、
必
要
以
上
に
気

を
使
わ
ず
我
が
家
の
例
年
の
年

越
し
行
事
を
共
に
し
た
の
が
、

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大正12年 1923 ▶ 4/17 わが国最初の公立女専として須崎裏町（現天神５丁目）に開校
名称 福岡県立女子専門学校（文科 59 名、家政科 54 名）

大正14年 1925 ▶ 校名を福岡県女子専門学校と改称
昭和２年 1927 ▶ 女専卒業生同窓会「筑紫海会」発足

会長十倉精一学校長就任（以後昭和 21 年まで会長は学校長が務める）
昭和12年 1937 ▶ 火災により須崎校舎が講堂、体育館を残して全焼

因幡町仮校舎（旧、県立福岡高女）で授業
昭和19年 1944 ▶ 学則改正で数学科、物理学科、保健科の三学科となる
昭和20年 1945 ▶ 6/19 の空襲で因幡の仮校舎全焼、須崎の講堂、

体育館で授業
昭和21年 1946 ▶ 国語科（文科）、数学科（理科）、

生活科（家政科）となる
昭和22年 1947 ▶ 大学昇格期成会設立
昭和25年 1950 ▶ 2/20 四年制大学設置認可

福岡女子大学第一回入学式（115 名）
学芸学部（国文学科、英文学科、
生活科学科）のみの一学部制

昭和26年 1951 ▶ 旧制香椎中学跡地 ( 現在地）に移転
昭和29年 1954 ▶ 文学部（国文学科、英文学科）と

家政学部（家政学科、家庭理科）の
二学部制、
女子大学第一回生卒業（94 名）

昭和30年 1955 ▶ 同窓会立 香椎幼稚園開園
つくしみ会報２号で休刊

昭和34年 1959 ▶ 創立 40 周年記念式典開催、
「40 年の歩み」発刊

昭和46年 1971 ▶ 学校法人 筑紫海学園認可
つくしみ会報復刊

昭和48年 1973 ▶ 福岡女子大学 50 周年記念式典開催、
「福岡女子大学 50 年史」発刊

昭和52年 1977 ▶ つくしみ山荘オープン
（昭和 54 年に筑紫海学園の研修センターへ）

平成２年 1990 ▶ 大学会館オープン、同窓生の寄付で緞帳寄贈
平成５年 1993 ▶ 大学院文学研究科修士課程設置
平成７年 1995 ▶ 家政学部を改組し、人間環境学部を設置
平成８年 1996 ▶ 同窓会創立 70 年記念式典開催、

「筑紫海会の 70 年の軌跡」発刊、
「生き方、考え方」に関する調査

平成９年 1997 ▶ 大学院文学研究科英文学専攻博士課程設置
平成12年 2000 ▶ 大学院人間環境学研究科修士課程設置
平成18年 2006 ▶ 4/1 公立大学法人福岡女子大学となる
平成20年 2008 ▶ 老朽化により、つくしみ山荘閉鎖
平成23年 2011 ▶ 国際文理学部（国際教養学科、環境科学科、食・健康学科）に改組
平成24年 2012 ▶ 香椎幼稚園閉園（平成 25 年学校法人筑紫海学園 解散）

同窓会としてかすみ祭に初参加
平成25年 2013 ▶ 学校法人筑紫海学園解散に伴い記念作品「MISERERE 命よ」（ブロンズ像）、

「凛として」（壁画）大学に寄贈および残余財産寄付
平成26年 2014 ▶ 地域連携センター（体育館）完成に伴い事務局移転

在学生との「お茶の会」第１回目開催
同窓会による学生の表彰制度「筑紫海会賞」の設立

今年度のかすみ祭

10月29日㈯、30日㈰
詳しくは次号で

来てくれた２人に感謝して
います。「ありがとう」

 歴代の同窓会長

第１代 （1946～1950）
 高　崎　節　子
第２代 （1950～1954）
 内　野　ウ　メ
第３代 （1954～1975）
 竹　原　コ　ト
第４代 （1975～1989）
 冨　安　アサヨ
第５代 （1989～1992）
 城　野　節　子
第６代 （1992～1997）
 岡　崎　ユ　ウ
第７代 （1997～2005）
 森　永　泰　子
第８代 （2005～2007）
 光　石　京　子
第９代 （2007～2011）
 福　田　順　子
第10代 （2011～2013）
 山　本　津弥子
第11代 （2013～現在）
 矢　野　芙美子

筑紫海会 90年の歴史大盛況だった
「お茶の会」

かすみ祭

着
付
け

が
ま
口
小
物
入
れ
作
り

折
り
紙

俳
句
会

留
学
生

お
正
月
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

2015年
10月31日㈯
11月１日㈰

筑紫海会のこの一年
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北
九
州
支
部
の
会
員
は
570
名

で
す
が
、
総
会
出
席
者
は
50
名

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

６
年
前
か
ら
総
会
担
当
幹
事

を
当
番
制
に
し
、
少
し
若
い

方
々
の
参
加
が
増
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
６
月
26
日
（
日
）
に

小
倉
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
何
と
か
同
窓
会
に
親

し
み
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い

と
、年
に
１
回
『
お
楽
し
み
会
』

と
称
し
、〝
シ
ャ
ン
ソ
ン
ラ
イ

ブ
〟
や
〝
北
九
州
再
発
見
バ
ス

ツ
ア
ー
〟
な
ど
を
開
催
し
、
大

変
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
500
余
名
に
総
会
案
内
と

会
報
を
送
付
し
、
返
信
は
３
割

弱
、
出
席
は
40
名
前
後
で
、
講

演
、
演
奏
会
、
交
流
会
等
当
番

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

女
専
の
先
輩
達
か
ら
引
き
継

が
れ
て
き
た
同
窓
の
絆
に
感
謝

し
、
温
か
な
ふ
れ
合
い
、
新
た

な
出
会
い
を
楽
し
み
に
集
う
貴

重
な
場
で
す
。

　

戦
後
70
年
の
今
、
世
代
を
超

え
て
語
り
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
次
世
代
に
繋
い
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

嘉
飯
山
、
田
川
、
直
鞍
の
３

地
区
が
毎
年
交
代
で
筑
豊
支
部

総
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
昨
年

は
嘉
飯
山
地
区
の
担
当
で
22
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
の

後
に
音
楽
鑑
賞
が
あ
り
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
度
出
席
さ
れ
た
方
は
、
又
、

再
び
出
席
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

同
窓
会
の
魅
力
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
女
子
大
時
代
に
戻

っ
て
皆
様
の
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
お
聞
き
す
る
の

は
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
一
人
で
も
多
く
参
加

さ
れ
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
支
部
で
は
、
二
年
毎
に

役
員
を
交
代
し
ま
す
。

　

今
年
は
交
代
の
年
で
６
月
11

日
（
土
）「
旅
館
あ
け
ぼ
の
」

で
の
総
会
で
、
新
し
い
役
員
が

承
認
さ
れ
ま
す
。
支
部
長
も
当

番
役
員
の
中
で
決
め
ま
す
。
引

き
継
ぎ
を
兼
ね
て
総
会
は
新
旧

の
役
員
で
準
備
し
ま
す
。

　

総
会
の
後
、
二
胡
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
入
れ
て
、
楽

し
い
懇
親
会
に
な
る
よ
う
に
計

画
中
で
す
。

　

会
員
数
は
２
月
15
日
現
在
、

269
名
で
す
。

　

円
滑
な
運
営
を
め
ざ
し
、
支

部
を
四
区
に
分
け
て
、
役
員
は

各
区
の
持
ち
回
り
制
に
し
て
い

ま
す
。
現
在
会
員
数
は
237
名
。

　

支
部
総
会
を
西
暦
奇
数
年
、

親
睦
会
を
偶
数
年
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

い
つ
も
和
や
か
で
楽
し
い
会

で
す
が
、
参
加
者
増
加
の
た
め

に
は
更
な
る
工
夫
が
必
要
で

す
。

　

今
年
は
親
睦
会
の
年
に
当
た

り
、
新
し
い
女
子
大
の
姿
を
見

学
し
よ
う
と
母
校
訪
問
バ
ス
ツ

ア
ー
を
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

の
４
月
17
日
に
企
画
し
ま
し

た
。

　

大
分
支
部
で
は
二
年
に
一
度

総
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
10
月
頃
に
Ｊ
Ｒ
久
大

線
沿
線
で
の
開
催
を
考
え
て
い

ま
す
が
、
近
年
、
退
職
後
も
現

役
同
様
に
勤
め
て
い
た
り
、
家

族
や
地
域
の
た
め
に
献
身
的
に

働
い
て
い
る
方
々
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
て
、
老
後
の
居
住
地

の
変
更
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
高
齢

者
と
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
各
々
が
自
覚
し
、
自

立
し
、
余
生
を
楽
し
む
見
通
し

を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
の
活
性

化
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
け
ば

い
い
の
か
が
課
題
だ
と
、
話
し

合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

筑
紫
海
会
熊
本
支
部
の
会
員

数
は
90
名
で
す
。
毎
年
一
回
開

催
す
る
支
部
総
会
は
形
に
は
と

ら
わ
れ
ず
、
多
く
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
が
会
員
の
皆
様
の
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
存
在
す

る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

今
年
は
６
月
２
日
に
書
家　

大
堂
喜
三
子
さ
ん
（
大
７
食
）

の
傘
寿
記
念
個
展
を
拝
見
し
ま

す
。「
恋
の
歌
」
等
の
解
説
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

二
年
に
一
度
の
支
部
総
会
・

懇
親
会
と
、
そ
の
間
の
広
報
誌

発
行
。
会
員
は
130
名
程
。

　

出
席
者
は
女
専
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
卒
業
直
後
の
若
い
方
も

含
め
て
20
数
名
。

昼
食
を
い
た
だ
き
な
が
ら
楽
し

く
自
己
紹
介
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
６
月
12
日
（
日
）

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
宮
崎
（
隈
研

吾
氏
設
計
）
に
て
、
フ
ラ
ン
ス

料
理
で
す
。

　

広
報
誌
も
３
号
を
数
え
、
内

容
も
充
実
さ
せ
、
今
後
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
支
部
は
会
員
約
1100
人

で
、
毎
年
の
総
会
・
親
睦
会
の

開
催
、
支
部
報
発
行
は
す
べ
て

当
番
学
年
が
企
画
運
営
し
、
次

の
学
年
に
順
送
り
し
て
い
ま

す
。

　

年
々
、
当
番
の
人
数
が
減
少

し
、
子
育
て
中
の
方
や
仕
事
に

忙
し
い
方
が
増
え
て
負
担
が
増

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
が
、

工
夫
を
し
な
が
ら
活
動
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
無
理
の
な
い
形
で
支

部
の
活
動
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

近
畿
の
会
員
数
は
294
名
。

　

総
会
は
当
番
の
学
年
に
よ
っ

て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
大
学
24
回
生
の
方
で
、

６
月
５
日
（
日
）

大
阪
の
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
が
会

場
で
す
。

　

会
員
の
住
ま
い
は
岡
山
、
兵

庫
、
大
阪
、
京
都
、
滋
賀
、
奈

良
、
三
重
と
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
の
で
、
観
光
地
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
交
通
事
情

も
考
え
、
集
ま
り
や
す
い
場
所

を
選
ん
で
い
ま
す
。

　

山
口
支
部
は
、
岩
国
、
周
南
、

山
口
、
宇
部
、
下
関
の
５
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
て
、
支
部
長
以
下

役
員
は
任
期
２
年
で
持
ち
回
り

に
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
高

齢
化
と
、
地
域
に
よ
っ
て
人
数

に
偏
り
が
あ
る
た
め
、
こ
の
方

法
も
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

会
員
数
は
119
名
、
そ
の
３
分

の
２
は
60
代
以
上
で
す
。
若
い

会
員
の
少
な
い
の
も
山
口
支
部

の
悩
み
の
一
つ
で
す
。

　

総
会
日
程
は
未
定
で
す
が
、

今
年
中
に
は
開
催
の
予
定
で

す
。

　

活
動
予
定
は
、
例
年
通
り
で

あ
れ
ば
ブ
ロ
ッ
ク
長
役
員
会
、

支
部
便
り
発
行
、
隔
年
ご
と
の

総
会
開
催
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の

懇
親
会
、
な
ど
で
す
。

文
責　

前
支
部
長

　
　
　

河
中
禎
子
（
大
12
国
）

　

広
島
支
部
は
昭
和
61
年
の
第

１
回
支
部
総
会
か
ら
、
ほ
ぼ
30

年
を
経
て
、
今
年
第
16
回
総
会

の
年
と
な
り
ま
す
。
現
会
員
総

数
63
名
と
13
支
部
の
中
で
一
番

小
さ
い
支
部
な
の
で
、
総
会
の

参
加
者
も
十
数
名
程
度
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
支
部
総
会
で
は
「
螢

の
木
」
の
著
者
馬
場
明
子
さ
ん

（
大
20
国
）
に
講
演
を
し
て
頂

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

当
支
部
は
、
会
員
110
名
程
の

一
番
新
し
い
支
部
で
す
。
平
成

26
年
よ
り
支
部
の
存
続
と
発
展

を
考
え
、
役
員
の
み
な
ら
ず
、

支
部
長
も
毎
年
変
わ
る
当
番
制

を
取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
不
安
だ
ら
け
の
船
出

で
し
た
が
、
総
会
・
交
流
会
も

例
年
以
上
に
多
く
の
方
に
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
総
会
は
６
月
頃
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

企
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
で
す
。

長崎
311

沖縄
6

佐賀
280

熊本
109

鹿児島
144

福岡
4792

大分
188

宮崎
128

山口
127

島根
20

広島
74

愛媛
22

高知
7

鳥取
19

岡山
30

香川
11

徳島
11

兵庫
99

京都
2

大阪
101

奈良
28

和歌山
1

福井
2

滋賀
16

三重
10

石川
9

岐阜
12

愛知
54

富山
4

長野
8

山梨
2

静岡
19

新潟
3

埼玉
87

東京
387

神奈川
314

栃木
5

茨城
32

千葉
193

秋田
0

山形
2

群馬
3

岩手
0

宮城
5

福島
2

北海道
6

青森
0

北
九
州
支
部

久
留
米
・
筑
後
支
部

佐
賀
支
部

大
分
支
部

宮
崎
支
部

近
畿
支
部

広
島
支
部

鹿
児
島
支
部

山
口
支
部

東
京
支
部

熊
本
支
部

長
崎
支
部

筑
豊
支
部

住吉育代
（大20食）

白石雅子
（大17食）

三浦陽子
（大17国）

森　明子
（大９国）

松本君江
（大18被）

山本コズエ
（大16理）

末崎志津子
（大17被）

七呂三千代
（大24理）

藤本厚子
（大30国）

仲吉洋子
（大21国）

立石邦子
（大12食）

深堀美佐子
（大19食）

上野山敏子
（大12国）

無
理
せ
ず
に
声
か
け
あ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
総
会

都道府県別在住者
（2014 年度卒業生まで）

海外 26名
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２
０
１
５
年
も
押
し
詰
ま
っ

た
12
月
18
日
と
い
う
の
に
、
会

場
の
ア
ク
ロ
ス
大
会
議
室
は
、

ほ
ぼ
満
席
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
講
演
者
の
島
村
菜
津
さ

ん
と
い
え
ば
、
知
る
人
ぞ
知
る

「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
の
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
で
、
社
会
的
視
点
で

「
食
」
を
見
つ
め
る
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
で
す
。

　

福
岡
高
校
か
ら
東
京
藝
大
に

進
み
、イ
タ
リ
ア
美
術
を
専
攻
。

今
も
、
ご
両
親
が
福
岡
に
お
住

ま
い
と
い
う
、「
ふ
る
さ
と
は

福
岡
」
の
方
で
も
あ
り
ま
す
。

　

講
演
は
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の

聖
地
イ
タ
リ
ア
、
ブ
ラ
の
歴
史

か
ら
。「
地
元
の
食
材
を
郷
土

の
味
で
料
理
、
一
緒
に
食
事
を

楽
し
む
」
こ
と
の
豊
か
さ
を
改

め
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お

話
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
エ
ビ
養

殖
を
守
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
再

生
、
ア
ン
デ
ス
の
３
５
０
０
メ

ー
ト
ル
の
小
さ
な
村
で
細
々
と

守
ら
れ
て
い
る
種
イ
モ
…
に
も

及
び
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

の
島
村
ワ
ー
ル
ド
は
世
界
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
お
話
は
、
そ

う
や
っ
て
訪
ね
た
国
や
村
の
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
わ
か
り
や

す
く
、
楽
し
く
展
開
し
ま
し

た
。
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

も
、「
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
旅
を
し
て
い
る
気
分
で
、

良
い
お
話
を
聞
く
事
が
で
き
ま

し
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

多
彩
な
お
話
に
共
通
し
て
い

た
の
は
、在
来
種
を
守
る
こ
と
、

そ
し
て
、
そ
の
種
を
育
て
る
土

を
大
切
に
す
る
こ
と
。
食
は
、

社
会
を
つ
く
る
の
だ
か
ら
、
そ

れ
を
守
り
育
て
て
い
る
人
た
ち

の
志
を
応
援
し
よ
う
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

50
代
の
女
性
は
、「
日
本
の
食

の
豊
か
さ
と
、
地
元
の
産
物
に

つ
い
て
考
え
る
良
い
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
方

が
、「
食
を
見
つ
め
る
心
」
を

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
卒
業
生
の
方
に
も
た

く
さ
ん
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

料
理
研
究
家
の
村
上
祥
子
さ
ん

に
、「
と
て
も
い
い
会
で
し
た

ね
」
と
言
っ
て
頂
い
た
の
は
、

私
ど
も
に
と
っ
て
の
何
よ
り
の

ご
ち
そ
う
で
し
た
。

�

馬
場
明
子

著
書
紹
介

『
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
な
人
生
！
―
イ

タ
リ
ア
の
食
卓
か
ら
始
ま
る
』
新

潮
社　

２
０
０
０
年　

の
ち
文
庫

『
イ
タ
リ
ア
の
魔
力　

怪
寄
と
幻

想
の
「
イ
タ
リ
ア
紀
行
」』
同
朋

舎　

２
０
０
１
年

『
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
な
日
本
！
』
新

潮
社　

２
０
０
６
年　

の
ち
文
庫

　平成27年５月より始まった社会人を
対象とした学び直し大学院プログラム
「イノベーション創出力を持った女性
リーダー育成プログラム」の成果発表
会を 2月 6日（土）に行いました。
　モジュール１では、リサーチを通じ
て新たな機会を発見し、そこから導き
出されるアイデアを形にしていくデザ

イン思考のプロセスを学び、モジュール２では、チームでの協働をファシ
リテーションを通じて学びました。
　そして、モジュール３では、個々人が抱える問題意識をテーマに、問題
解決のためのプランを作るプロジェクトを実践。それぞれが、自分のテー
マとじっくりと向き合い、リサーチを重ね、アイデアの検討を重ねた成果
の発表を行いました。全13チームによる発表は多様なテーマが取り上げら
れ、ポスターを用いたフィードバックセッションでは、実現に向けてのア
ドバイスが熱く繰り広げられ、「問題を見つけ、それを解決していく力」
を養うことを目的に開講した学び直しプログラムは無事に第１期を修了す
ることができました。
　このプログラムの運営にご協力、ご尽力いただきました先生方、関係者
の皆様に厚く御礼を申し上げます。
　平成28年度（第２期）は５月より授業が開始します。（既に申込は終了
しております。）平成29年度（第３期）の募集に関する情報は、平成29年
１月頃にウェブサイトにてお知らせ予定です。
　http : //www. fwu . ac . jp/manabi/

　福岡女子大学では、地域の皆さまの生涯的な学習に貢献するため、毎年、
様々な公開講座を企画実施しています。平成 28 年度に開催する公開講座
の受講者を募集しています。お気軽にお申し込みください。内容はホーム
ページをご覧いただくか、資料をご請求下さい。

【お申込み・お問い合わせ】福岡女子大学地域連携センター
〒 813-8529　福岡県福岡市東区香住ヶ丘 1-1-1
TEL：092-661-2728（直通）／092-661-2411（代表）　FAX：092-692-3220
E-mail：rcle@fwu.ac.jp　　URL：http://www.fwu.ac.jp/collaboration/

【国　語】 平成28年8月2日（火）～5日（金）
　橋本准教授、坂本准教授、月野教授、工藤客員教授、今井教授、
　大久保准教授、渡邉准教授、坂口講師、矢野教授

【教育相談（選択必修）】 平成28年8月6日（土）（平成28年度より新規開講）
　鈴木准教授

【道徳教育（選択必修）】 平成28年8月7日（日）（平成28年度より新規開講）
　森�教授

【理科等】 平成28年8月8日（月）～10日（水）
　田村教授、松尾准教授、馬准教授、山田教授、佐藤教授、池田教授

【栄　養】 平成28年8月8日（月）～10日（水）
　早渕教授、太田教授、中村教授、濱田教授、石川准教授、
　舟木准教授、片桐教授

　※詳細は福岡女子大学ホームページをご覧ください。

　問合せ先　福岡女子大学　地域連携センター
　　　　　　教員免許状更新講習担当　TEL：092-661-2728（直通）

【テ ー マ】 女性の生涯学習に関する調査・研究、活動について
【応募資格】 福岡女子大学学生・卒業生（グループでも個人でも歓迎）
【助 成 金】 1件5万円
【応募期間】 平成28年5月1日～5月31日（土日祝日を除く）
※詳細は福岡女子大学ホームページをご覧ください。

［問合せ先］福岡女子大学地域連携センター
　　　　　TEL：092-661-2728（直通）　E-mail：rcle@fwu.ac.jp

平
成
27
年
度
　
大
学
・
同
窓
会
共
催
　
特
別
講
演
会

世
界
に
広
が
る
島
村
ワ
ー
ル
ド

～
地
方
創
生
と
食
文
化
を
考
え
る

　
　
　
　  

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
な
食
卓
を
！
～

「学び直しプログラム」第１期修了報告

平成28年度  福岡女子大学公開講座のご案内

「教員免許状更新講習」実施のお知らせ

公開フォーラム

「活躍する女性と高齢化する社会」 http://www.ww-as.net
WWAS 日本語版皆様のご参加をお待ちしています！

豊かな人生のヒントになるお話を是非お聞きください。

福岡女子大学と九州大学、イギリスの非営利団体 SALT などの
主催で、第 1回WWAS国際会議「高齢化社会における働く女性」
が福岡市内で開されます。その中の「リレートーク」を同窓会
筑紫海会が担当します。

日時： ９時～基調講演　10時～パネルディスカッション
12時50分～福岡市の事例紹介

会場：福岡国際会議場（福岡市博多区石城町2-1）

６/５
㈰ 14時45分～16時45分リレートーク

リレートーク（筑紫海会企画）
テーマ　～とし重ねてなお輝く～

申込方法　定員150名。参加無料。同伴者可。要事前申込。
　　　　　氏名・卒業学科と年次・電話番号またはＥメールアドレス記入の上、
　　　　　同窓会事務局へFAXかEメールで申込み。
申 込 先　福岡女子大学同窓会事務局
　　　　　FAX：092-692-3194　　Eメール：tukusimikai@mb2.fwu.ac.jp

筑紫海会会長
矢野芙美子
これからはつながり力
が鍵。社会とつながる
生き方を皆様と共に学
びたいと思います。

90代　松尾きよ
90代半ばでなお現役。
パワーの源は？
趣味：英会話、テニス、
絵画鑑賞、日本舞踊

80代　板倉武子
常に若々しく颯爽と！
趣味：卓球（60歳～）ゴ
ルフ（65歳～）ピアノ
（70歳～）

70代　永野恵美子
女性のための全国組織
の運営に従事。生活力
を高めることを社会に
発信し続けている。

70代　古賀久子
元サロン経営者。培っ
た対話力で福祉施設で
の高齢者の話し相手の
ボランティア。

60代　馬場明子
60代は人生のターニ
ングポイント。退職後、
ノンフィクション作家
として新たな道に。
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目
加
田
文
庫
の
開
設
準
備

状
況
を
求
め
、
大
野
城
市
役
所

を
訪
ね
た
。担
当
の
佐
竹
さ
ん
、

佐
護
係
長
、
主
任
主
事
中
川
さ

ん
が
対
応
し
て
下
さ
る
。

　

目
加
田
文
庫
は
『
目
加
田

ア
ー
カ
イ
ブ
』
と
し
て
「
大

野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
（
仮

称
）」
の
中
に
設
け
ら
れ
る
予

定
だ
。
目
加
田
ご
夫
妻
寄
贈
の

１
６
０
０
０
冊
の
中
か
ら
専
門

書
を
展
示
し
、
中
国
文
学
・
古

典
文
学
の
講
座
等
を
開
催
す
る

計
画
だ
。

　

佐
護
係
長
は
「
大
野
城
出
身

者
に
、
目
加
田
先
生
の
よ
う
な

有
名
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
意
欲
的
に
語
ら

れ
た
。

　

寄
贈
図
書
目
録
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
。
市
職
員
の
皆
さ
ん

が
専
門
家
と
と
も
に
一
冊
一
冊

点
検
分
類
さ
れ
た
図
書
が
、『
目

加
田
ア
ー
カ
イ
ブ
』
と
し
て
、

新
し
く
蘇
る
日
を
待
っ
て
い
る
。

　

3
月
22
日
（
火
）、
平
成
27

年
度
福
岡
女
子
大
学
第
63
回
卒

業
証
書
授
与
式
お
よ
び
大
学
院

第
22
回
学
位
記
授
与
式
が
大
学

会
館
に
て
執
り
行
わ
れ
、
併
せ

て
264
名
の
卒
業
生
が
巣
立
っ
て

行
き
ま
し
た
。

　

春
の
光
に
包
ま
れ
た
新
築
校

舎
前
に
は
早
咲
き
の
桜
が
満

開
。
卒
業
生
の
笑
顔
が
会
場
を

埋
め
、
厳
か
な
中
に
も
女
子
大

ら
し
い
華
や
か
な
式
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
の
就
職
状
況
は
、
大
変

良
好
で
、
ほ
ぼ
100
％
決
定
。
昨

10
月
に
は
ほ
と
ん
ど
内
定
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
存
じ
ま

す
。
新
任
地
で
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
第
67
回
入
学
式

が
大
学
お
よ
び
大
学
院
と
も
、

４
月
４
日
（
月
）
に
大
学
会
館

に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
大
学
・
大
学
院
あ
わ

せ
て
、
273
名
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ウ

ー
マ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
市
在
住
の
卒
業

生
（
女
専
及
び
大
学
４
回
・
13

回
・
23
回
・
33
回
卒
）
が
招
待

を
受
け
、
出
席
さ
れ
た
８
名
の

方
が
同
窓
会
の
先
輩
と
し
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
の
記
念
講
演

は
、
本
学
出
身
で
九
州
大
学
大

学
院
教
授
を
務
め
ら
れ
た
酒
井

嘉
子
先
生
（
大
９
理
）
が
『
21

世
紀
は
、
女
性
活
躍
の
時
代
』

と
い
う
演
題
で
、
新
入
生
を
激

励
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
物
理

学
研
究
と
と
も
に
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
問
題
に
造
詣
が
深
く
、
九

州
大
学
に
総
合
科
目「
女
性
学
・

男
性
学
」
を
新
設
さ
れ
、
ご
著

書
に
『
性
的
役
割
分
業
は
暴
力

で
あ
る
』（
現
代
書
館
）『
歴
史

を
開
く
愛
と
結
婚
』（
ド
メ
ス

出
版
）
等
を
お
持
ち
で
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、ご
入
学
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

＜留学先・研修派遣先一覧＞
交換留学

国名 大学名 派遣
学生数 ★

スウェーデン ルンド大学 3 1
ベルギー ルーヴァン大学 8 2
デンマーク コペンハーゲン大学 3 1
イギリス マンチェスター大学 1 0
アイスランド アイスランド大学 2 0

米国 カリフォルニア州立大学
ノースリッジ校 1 1

ベトナム ベトナム国家大学ハノイ校 3 0
タイ タマサート大学 1 0
タイ マヒドン大学 3 3
インドネシア ガジャマダ大学 2 1
韓国 梨花女子大学校 1 1
韓国 東亜大学校 1 0
台湾 淡江大学 2 2
中国 同済大学 1 1

計 32 13

語学研修等

国名 派遣
学生数 ★

中国 2 2
韓国 6 2
タイ 15 7
イギリス 15 4
ドイツ 12 1
ベルギー 12 3
アメリカ 26 10
ニュージーランド 31 15
スリランカ 7 1
その他＊ 5 2

計 131 47
＊その他：他大学・他団体主催の研修
　　　　　（ASTW、青年の翼等）
※表中の★印欄が、この基金を活用し
　た派遣者の数

新入生の皆様を歓迎いたします

　福岡女子大学同窓会「筑紫海会」は、開学４年後の昭和２年に発足、
90年の歴史と伝統を誇る同窓会です。現在、約13,000名の会員を擁し
ています。

★ご入会がまだの方、入会手続きをお願いします。

★会報（年２回発行）、筑紫海会名簿（卒業時お渡し）など

　先輩 OG とのつながりを深め、新情報が得られます。

★同窓会では留学への支援（補助金）をしています。

★入会手続き：筑紫海会事務局（地域連携センター）へ

　　　　　　　TEL・FAX 092 － 692 － 3194

　　・入会金：30,000円

　　・年会費：   3,000円（在学中の年会費は免除します。）

【写真】食文化プログラム「EAT2015（体験学習）」に参加した学生は【すし調理】や
　　　【浴衣着付け】を体験。
【参加大学】：福岡女子大学、マヒドン大学（タイ）、梨花女子大学校（韓国）

佐護係長・佐竹さん・中川さん目加田先生ご夫妻

国際教養学科
福岡女子大学大学院 人文社会科学研究科言語文化専攻 1名
福岡女子大学大学院 人文社会科学研究科社会科学専攻 3名
University of Bristol / School of Economics, Finance and Management 1 名

環 境 科 学 科

福岡女子大学大学院 人文社会科学研究科社会科学専攻 1名
福岡女子大学大学院 人間環境科学研究科人間環境科学専攻 4名
九州大学大学院 生物資源環境科学府環境農学専攻 1名
九州大学大学院 統合新領域学府ユーザー感性学専攻 2名
九州大学大学院 医学系学府医科学専攻 1名
九州大学大学院 理学府化学専攻 2名
九州大学大学院 システム生命科学府システム生命科学専攻 2名
九州大学大学院 芸術工学府芸術工学専攻 1名

食・健康学科 福岡女子大学大学院 人間環境科学研究科人間環境科学専攻 3名

国際教養学科
　　　  124名

ダイキンエアテクノ／積水ハウスリフォーム／タキイ種苗／リコージャパン／アイセロ／サカイ
／やまと／再春館製薬所／三井ハイテック／西部技研／三洋物産／小林産業／昭栄化学工業／東
洋水産／マルタイ／イシン／トッパン・フォームズ／安心計画／イノス／ソルネット／パイオニ
ア・ソフト／ワークスアプリケーションズ／ＣＡ／宮崎放送／ＮＥＣフィールディング／ＮＥＣ
ソリューションイノベータ／ＢＣＣ／中国日報／　博運社／名門大洋フェリー／山九／西久大運
輸倉庫／西日本鉄道／西日本旅客鉄道／全日本空輸／安川ロジステック／ＡＮＡウイングス／パ
ナソニックリビング九州／アトル／アネビー／コスモス薬品／ニトリ／岩田屋三越／天彦産業／
岩谷産業／双日九州／日通商事／スタイラ／ガリバーインターナショナル／トーヨーキッチンス
タイル／ドンキホーテ／マスミューチュアル生命保険／みずほ証券／ワイジェイカード／遠賀信
用金庫／楽天カード／楽天銀行／楽天証券／かんぽ生命保険／伊代銀行／十八銀行／南日本銀行
／日本政策金融公庫／九州カード／全国労働者共済生活協同組合連合会／筑後信用金庫／日本銀
行／日本生命保険相互会社／福岡銀行／三井住友信託銀行／オリエントコーポレーション／九州
リースサービス／クレ・コーポレーション／三井不動産リアルティ九州／フィード／星野リゾー
ト／星野リゾート・マネジメント／いわさきグループ／ドーモ／グランドビジョン／彩苑／福岡
ソフトバンクホークス／ＪＴＢ　Ｐｔｅ　Ｌｔｄ／ＪＴＢアジア・パシフィックグループ本社／
総合メディカル／一般社団法人日本福祉協議機構／日本郵便／アシアナスタッフサービス／テン
プスタッフ・テクノロジー／エフアンドエスクリエイションズ／マイナビ／ヤラカス舘／雇用促
進事業会／大和速記情報センター／ＪＡＬスカイ／ＪＡＬスカイ九州／ｊ．ｕｎｉｏｎ／アイオ
／フォーサイトアクト／インソース／さなる九州／南福岡自動車学校／福岡市立学校教員／福岡
県警察／朝倉市／太宰府市／福岡市／北九州市／新宮町

環境科学科
　　　　 55名

カチタス／積水ハウスリフォーム／ダイワインクス／フランソア／古賀歯車製作所／渡辺化学工
業／クリナップ／エッセンハウス／筑紫ガス／ニュートラル／アウトソーシングテクノロジー／
オーイーシー／日立公共システム／ＳＡＰジャパン／ＮＥＣソリューションイノベータ／ＢＣＣ
／全日本空輸／パナソニックリビング九州／日立コンシューマーマーケティング／エムエム建材
／ファミリーマート／新日本製薬／日本ＭＳＤ合同会社／松田産業／キングテック／コスモス薬
品／マスミューチュアル生命保険／ワイジェイカード／楽天カード／日本生命保険相互会社／
マーシュジャパン／東京海上日動火災保険／ニュートン・フィナンシャル・コンサルティング／
鹿児島銀行／西日本シティＴＴ証券／駅前不動産／チムニー／ディアーズ・ブレイン／総合メ
ディカル／吉川歯科医院／独立行政法人労働者健康福祉機構／日本郵便／カルチュア・コンビニ
エンス・クラブ／サイバー・コミュニケーションズ／ホープ／ＳＲＬ／ＷＤＢエウレカ／国立研
究開発法人水産総合研究センター／長崎市／佐賀県／大川市／飯塚市／西条市

食・健康学科
　　　　 26名

タキイ種苗／釜屋／アヴァンティ／フードコネクション／エモテント／マツモトキヨシ九州販売
／ココカラファインヘルスケア／明治安田生命保険相互会社／益正グループ／力の源カンパニー
／国家公務員共済組合連合会千早病院／みそら保育園／林眼科病院／独立行政法人国立病院機構
九州グループ／独立行政法人国立病院機構福岡東医療センター／独立行政法人国立病院機構九州
医療センター／医療法人桜十字 桜十字病院／医療法人沖縄徳洲会 湘南鎌倉総合病院／医療法人 
西福岡病院／ＡＮＡテレマート／福岡県栄養教諭／熊本市栄養職員／鹿児島市／北九州市／長崎
県／松山市

文学部　  1名 社会福祉法人福智の里鷹取学園

平成27年度  卒業生の主な就職先（留学生含む）就職率97.6％
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ご寄附に感謝申し上げます
福岡女子大学国際化推進基金事務局（経営企画室）

国際化推進基金ご寄附受入れ状況（同窓会関係分）
個人 1,210名 21,180,000円 （27年度88名 1,238,000円）
団体 9団体 696,000円 （27年度0団体 0円）

平成28年3月末現在

昨年より寄付額が増加しました。引き続き、ご協力をよろしくお願いいたします。
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平成27年度  卒業生の進学先（留学生含む） 平成28年3月31現在


